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毎　月　10　日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

町　の　人　口

（59年11月末現在）

人　口　　　　29，655人

男　　　　14，490人

女　　　　15，165人

世帯数　　　　　9，530世帯
（11月の異動）

転入158人　出生　33人

転出150人　死亡　24人

☆1　月　の　税　金　☆

町　県　民　税（4期）

国民健康保険税（4期）
納期は1月31日まで

納税は便利で安心な「振替口座」を
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外
国
人
の
夫
の
子
も
日
本
国
籍
に

一
月
一
日
か
ら
「
国
籍
法
」
と
「
戸
籍
法
」
が
改
正

来
年
の
一
月
一
日
か
ら
「
国
籍
法
」
と

「
戸
籍
法
」
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

そ
の
主
な
改
正
点
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

父
母
両
系
主
義
を
採
用

現
在
の
国
籍
法
は
、
「
父
系
血
統
主
義
」

の
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
ま

れ
た
と
き
に
「
父
」
が
日
本
人
で
な
け
れ
ば

そ
の
子
は
日
本
人
に
な
れ
な
い
と
い
う
も
の

で
す
。改

正
法
で
は
、
「
父
母
両
系
主
義
」
を
採

用
し
、
父
母
の
一
万
が
日
本
人
で
あ
れ
ば
、

そ
の
手
は
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
際
結
婚
し
た
日
本
人

の
女
性
の
子
も
、
日
本
の
国
籍
を
取
得
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
重
国
籍
の
防
止
・
解
消

父
母
両
系
主
義
を
採
用
す
る
と
、
二
重
国

籍
に
な
る
子
が
多
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
韓

国
人
事
跡
本
人
要
の
素
顔
掌
れ
た

子
は
、
こ
れ
ま
で
は
父
親
の
韓
国
の
国
籍
だ

け
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
こ

れ
に
加
え
て
母
親
の
日
本
国
籍
を
も
取
得
し

て
、
二
重
国
籍
者
に
な
り
ま
す
。

改
正
法
は
、
こ
の
よ
う
な
二
重
国
籍
の
増

加
に
対
処
す
る
た
め
新
た
に
次
の
よ
う
な
重

国
籍
防
止
の
た
め
の
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

川
国
籍
の
留
保
制
度
の
適
用
範
囲

の
拡
大

国
籍
の
留
保
制
度
と
い
う
の
は
、
例
え

ば
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の

よ
う
に
、
自
国
内
で
生
ま
れ
た
人
に
国
籍

を
与
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
国
（
こ
れ
を

生
地
主
義
国
と
い
い
ま
す
。
）
で
生
ま
れ

た
こ
と
に
よ
り
二
重
国
籍
に
な
っ
た
子
は

日
本
の
国
籍
を
留
保
す
る
届
出
を
し
な
け

れ
ば
日
本
の
国
籍
を
失
う
と
い
う
制
度
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
こ
の
制
度
は
生
地
主

義
国
だ
け
に
適
用
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

改
正
法
は
そ
の
適
用
を
広
げ
て
、
広
く
海

外
に
お
い
て
出
生
に
よ
り
二
重
国
籍
と
な

っ
た
場
合
に
す
べ
て
国
籍
留
保
の
届
出
を

必
要
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

∽
国
籍
の
選
択
の
新
設

こ
の
制
度
に
よ
れ
ば
、
二
重
国
籍
者
は
、

原
則
と
し
て
二
十
二
歳
に
な
る
ま
で
に
日

本
の
国
籍
か
外
国
の
国
籍
の
い
ず
れ
か
を

選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の

国
籍
を
選
択
す
る
に
は
、
外
国
の
国
籍
を

離
脱
す
る
か
、
又
は
「
日
本
の
国
籍
を
選

択
し
、
か
つ
、
国
籍
を
放
棄
す
る
」
旨
の

選
択
の
宣
言
を
市
区
町
村
長
に
届
け
出
る

こ
と
に
よ
っ
て
し
ま
す
。
外
国
の
国
籍
を

選
択
す
る
に
は
、
日
本
の
国
籍
の
離
脱
を

届
け
出
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
し
ま
す
。

ま
た
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
国
籍
選
択

の
期
限
を
過
ぎ
て
も
選
択
を
し
な
い
で
い

る
と
、
法
務
大
臣
か
ら
催
告
さ
れ
、
一
カ

月
以
内
に
選
択
を
し
な
い
と
自
動
的
に
日

本
の
国
籍
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

帰
化
の
条
件
が

夫
妻
同
一
条
件
に

こ
れ
ま
で
は
、
日
本
人
と
結
婚
し
た
外
国

人
の
帰
化
条
件
（
帰
化
す
る
た
め
の
最
低
限

の
条
件
）
は
、
そ
の
外
国
人
が
夫
で
あ
る
か

妻
で
あ
る
か
で
居
住
の
条
件
な
ど
に
差
異
が

あ
り
ま
し
た
。
改
正
法
で
は
、
こ
れ
を
同
一

に
し
て
、
±
年
以
上
国
内
に
居
住
し
て
頼
る

こ
と
（
結
婚
が
三
年
以
上
続
い
て
い
る
場
合

に
は
、
一
年
以
上
国
内
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
）
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
は
、
帰
化
申
請
者
本
人
に
独
立
の

生
活
能
力
の
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
改
正
法
で
は
、
原
則
と
し
て
世

帯
単
位
で
生
活
能
力
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
化
の
時
に
外
国
の

国
籍
を
失
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
重
国
籍

防
止
条
件
に
つ
い
て
も
、
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
に
は
、
例
外
と
し
て
帰
化
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
　
に
　
よ
　
る

国

籍

の

取

得

父
母
両
系
主
義
は
昭
和
六
十
年
一
月
一
日

以
降
に
生
ま
れ
た
子
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
日
よ
り
前
に
生
ま
れ
た
子
に
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
国
際
結
婚
を
し
た

日
本
人
女
性
の
子
で
、
改
正
法
施
行
の
日
に

二
十
歳
未
満
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
一

定
の
条
件
の
下
で
、
施
行
後
三
年
間
に
限
り

法
務
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本

の
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
際
結
婚
し
た
人
の

氏
の
変
更

外
国
人
と
結
婚
し
て
も
、
結
婚
し
た
日
本

人
の
「
氏
」
が
変
わ
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
で
す
が
、
改
正
法
は
、
そ
の
人
が

希
望
す
る
と
き
は
、
結
婚
の
日
か
ら
六
カ
月

以
内
に
市
区
町
村
長
に
届
出
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
外
国
人
配
偶
者
と
同
じ
「
氏
」
を
名

の
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（

急
病
セ
ン
タ
ー
を
開
設

1

2

月

3

0

日

～

1

月

3

日

遠
賀
・
中
間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
（
下
二

医
師
会
館
横
）
は
、
十
二
月
三
十
日
か
ら
一

月
三
日
ま
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

診
療
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
。
た
だ
し
、
元
日
は
正
午
か
ら
午
後
五

時
ま
で
で
す
。

受
診
時
に
は
、
○
被
保
険
者
証
　
○
老
人

医
療
、
乳
幼
児
医
療
、
重
度
心
身
障
害
者
医

療
を
受
け
て
い
る
人
は
「
被
保
険
者
証
」
と

「
医
療
証
」
　
○
生
活
保
護
受
給
者
は
「
診

療
依
頼
書
」
が
必
要
で
す
。

急
病
セ
ン
タ
ー
　
（
些
一
〇
一
－
九
九
九

九
）
の
利
用
は
、
急
病
で
や
む
を
え
な
い
人

以
外
は
こ
遠
慮
く
だ
さ
い
。

役
場
業
務
の
休
み

年
末
・
年
始
の
役
場
業
務
と
公
共
施
設
は

次
の
と
お
り
休
み
ま
す
。
こ
用
の
あ
る
方
は

お
早
め
に
お
す
ま
せ
下
さ
い
。

役
場
一
般
事
務

摘
す

※
⊥
2
月
2
8
日
と
1
月
4
日
は
、
午
後

か
ら
休
み
で
す
が
、
窓
口
業
務
に
つ
い

て
は
午
後
5
時
ま
で
行
い
ま
す
。

机
山
荘
・
身
障
者
セ
ン
々
Ｔ

1
2
月
2
8
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で

町
民
会
館

⊥
2
月
2
8
日
か
ら
1
月
5
日
ま
で
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水道管の冬じた　く

冬
じ
た
く
は
、
こ
　
の
　
よ
う
に

。
水
道
管
は
、
保
温
チ
ュ
ー
ブ
な

ど
を
巻
い
て
保
塩
し
て
く
だ
さ

い
。
保
温
チ
ュ
ー
ブ
は
市
販
さ

れ
て
い
ま
す
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
砂
を
入
れ
た

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
つ
め
る
な
ど
し

て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿

の
申
請
書
提
出

も
し
も
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

じ
ゃ
ロ
を
あ
け
、
タ
オ
ル
や
布

を
か
ぶ
せ
て
、
じ
ゃ
ロ
の
万
か
ら

ヌ
ル
マ
醇
を
ゆ
っ
く
り
ま
ん
べ
ん

な
く
か
け
な
が
ら
気
な
が
に
と
か

し
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
か
け
る

と
、
水
道
管
や
じ
ゃ
口
が
破
れ
つ

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

町
選
挙
管
票
頁
会
で
は
、
昭
和
6
0
年
度

水
巻
町
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
作
成
の
た
め

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を
各
地
区
の
生
産

組
合
長
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

農
地
転
用
な
ど

申
請
期
日
の
変
更

農
地
法
に
係
る
申
請
書
（
農
地
転
用
申
請

書
等
）
の
農
業
委
員
会
で
の
受
付
期
日
は
、

毎
月
・
末
日
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和

六
十
年
一
月
か
ら
「
毎
月
二
十
五
日
」
に
変

更
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各
世
帯
で
は
、
昭
和
6
0
年
1
月
1
日
現
在

で
申
請
書
を
記
入
し
、
1
月
5
日
ま
で
に
生

産
組
合
長
に
軽
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
資
格
〕

①
農
業
委
員
会
の
区
域
に
住
所
を
有
す
る
人

㊥
⊥
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る

人
。

④
年
間
6
0
日
以
上
、
薦
作
業
に
従
事
す
る
人

④
年
令
は
、
満
2
0
歳
以
上
の
人
（
盾
和
4
0
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

1月の雲霊王忘相談

新教育委員　さん

椿明、瓜生浩義氏の任期満了に伴ない、

新しい教育委員に鳥谷利光、白石一氏が就

任しました。

鳥谷利光さん

（高松団地）

白石　－さん
（吉田村前）

大
正
十
二
年
五
月
十
日
生
ま
れ
。
安
川
電
機

技
能
養
成
所
を
卒
業
後
、
昭
和
二
十
四
年
、
日

本
炭
鉱
に
入
社
し
閉
山
ま
で
勤
務
、
こ
の
間
、

町
議
会
議
員
を
五
期
勤
め
ら
れ
た
。
教
育
関
係

の
経
歴
と
し
て
は
、
机
小
学
校
及
び
水
巻
中
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
、
東
現
高
校
父
母
教
師
会

役
員
を
歴
任
。
現
在
、
行
政
相
談
委
員
を
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。

現
住
所
は
、
高
松
団
地
≡
－
五
－
五

昭
和
八
年
三
月
二
日
生
ま
れ
。
県
立
八
幡
高

等
学
校
を
卒
業
後
、
巾
村
工
業
運
輸
㈱
、
恵
比

須
塵
㈲
に
勤
め
ら
れ
、
盾
和
三
十
三
年
か
ら
吉

田
で
商
店
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
関
係

の
経
歴
と
し
て
は
、
吉
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

水
巻
町
内
父
母
教
師
会
運
合
会
会
長
、
水
巻
南

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま

す
。現

住
所
は
、
吉
田
村
前
九
六
〇
－
六
。

ｌ，～

～～～～～～～～～～～～～

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
月
2
2
日
、
1
月
2
9
日

い
つ
れ
も
ュ
3
時
～
ュ
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

≡
…
ヽ
ｌ
こ
≡
ご
ｌ
’
一
ヽ
．
三
ｌ
≡
ｌ
‘
．
三
≡
－
1
，
‘
・
三
≡
一
ｌ
ｔ
三
ｌ
≡
．
～
三
三

じ

はしもとやよい

橋本弥生ちゃん

昭和59年2月18日生

（豊実）きんの長女

伝え歩きもハイハイも、
ようずになりました。ちょっ

ぴりイタズラ好きな女の子デ
ース。誰からも可愛がられる

素直で、やさしい子に育って
ね．′

（頃末2145の1）

なかやま　あゆみ

中山　鮎美ちゃん
昭和59年3月11日生

（讐り李）さんの長女

とてもおてんばで元気いっ
ぱい。我家の可愛いお姫様で
す。パパとワンワンが大好

き。思いやりのあるやさしい

子に育ってほしいと思ってい
デ　ます。
†　　（猪熊・大場アパート）
｝．仙～．仙ニ：ふ∴ニ∴．－．．～．∴…∴叫．仙～．．．…．．～．．仙～．．こ．こ．順．∴叫…．．二．．．仙Ｊ
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保育園児を募集

受付1月16日～31日

は
、
申
請
用
紙
を
受
け
取
る
と
き
に
係
員

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
度
中
に
申
込
み

を
さ
れ
て
、
ま
だ
入
園
決
定
通
知
の
来
な

い
方
、
及
び
現
在
通
園
巾
で
引
き
続
き
入

園
を
希
望
さ
れ
る
万
も
、
新
た
に
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
の
町
内
保
育
園

の
入
園
希
望
者
の
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

町
内
に
は
六
カ
所
に
保
育
園
が
あ
り
ま
す

が
、
吉
田
ノ
三
に
あ
る
吉
田
保
育
園
で
は
、

生
後
三
カ
月
の
乳
児
か
ら
お
預
り
し
ま
す
。

ま
た
、
町
立
保
育
園
で
は
障
害
児
保
育
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
万
は

申
請
の
と
き
に
係
へ
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
方
法

の
入
所
申
請
書
一
通
（
役
場
老
人
児
童

係
で
一
月
十
日
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
）

は
給
与
証
明
書
及
び
源
泉
徴
収
票
（
会
社

に
勤
め
て
い
る
人
）

は
収
入
申
告
書
（
自
家
営
業
ま
た
は
内
職

を
し
て
い
る
人
）

囲
理
由
申
し
立
番
（
保
護
者
が
病
気
ま
た

は
、
家
族
の
万
が
病
気
の
た
め
に
看
護

を
し
て
い
る
場
合
、
医
師
の
診
断
書
を

添
付
す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

1
月
⊥
6
日
か
ら
1
月
3
1
日
ま
で

▽
受
付
先

役
場
社
会
謀
老
人
児
童
係

▽
入
所
に
は
次
の
よ
う
な
措
置
基

準
が
あ
り
ま
す
－
1
－
。

川
両
親
が
、
い
つ
も
共
働
き
を
し
て
い
て

同
居
の
親
族
又
は
、
そ
の
他
の
方
も
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

∽
母
親
が
百
中
、
居
住
内
で
児
童
と
離

さ
れ
て
、
い
つ
も
日
常
の
家
事
以
外
の

労
働
を
す
る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

用
母
親
が
い
な
い
家
庭
ま
た
は
、
家
庭
内

に
病
人
が
い
て
、
そ
の
看
護
の
た
め
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

▽
注
意
事
項

書
類
が
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
受

付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な
い
こ
と

「

町内保育所の概況
愛
　
の
　
贈
　
物

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
に
、
こ
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
立
屋
敷
　
故
・
長
濱
勲
男
殿

長
浜
順
子
殿

〇
二
町
住
　
故
・
山
崎
ワ
カ
殿

山
崎
司
殿

○
頃
末
　
故
・
栗
田
ミ
ツ
ヱ
殿

大
屋
勝
利
殿

宅
地
建
物
販
引
に
関
す
る

無
料
相
談
所
を
開
設

宅
地
や
建
物
の
売
買
に
関
し
て
、
お
悩
み

の
万
は
、
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
及
び
場
所
〕

◎
黒
崎
そ
ご
う

2
月
ュ
3
日
（
水
）
1
0
時
～
⊥

6
時

◎
小
倉
井
筒
屋

2
月
ュ
4
日
（
木
）
1
0
時
～
1
6
時

〔
相
談
員
〕

弁
護
士
、
税
理
士
、
各
関
係
行
政
職
員

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
相
談
員

国
立
北
九
州
高
専

入
学
生
を
募
集

▽
募
集
定
員
機
械
工
学
科
8
0
名
、
電
気
工

学
科
4

0
名
、
化
学
工
学
科
4
0
名

▽
受
験
資
格
①
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
（

来
年
三
月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）

◎
甲
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

▽
願
書
の
提
出
方
法

2
月
1
日
か
ら
2
月
9
日
ま
で
に
、
出

身
申
学
校
長
を
経
て
提
出
す
る
こ
と
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
北
九
州
工
業
高
等
専

門
学
校
学
生
課
教
務
係
（
蟹
九
六
二
－
五

八
三
一
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
債
を
公
募

福
岡
県
で
は
、
公
共
事
業
を
積
極
的
に
進

（
一

め
る
た
め
、
公
募
債
を
発
行
し
ま
す
。

▽
利
　
率
　
年
六
・
九
％

▽
償
還
期
限
　
十
年

▽
種
　
類
一
万
円
券
、
十
万
円
券

百
万
円
券
の
三
種
類

▽
申
込
み
先
最
寄
り
の
証
券
会
社
又
は
銀

行
へ
、
来
年
一
月
十
九
日
ま
で
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

【
ス
キ
ー
教
室
】

○
期
日
　
1
月
2
6
日
～
2
7
日
一
泊
二
日

○
会
場
英
彦
山
「
鷹
巣
原
ス
キ
ー
場
」

○
対
象
　
中
学
生
以
上

○
経
費
千
五
百
円
（
食
事
代
を
含
む
）

○
申
込
み
期
限
　
1
月
2
1
日
ま
で

【
ス
キ
ー
研
修
】

○
期
日
　
1
2
月
中
旬
～
来
年
3
月
上
旬

○
会
場
英
彦
山
「
鷹
巣
原
ス
キ
ー
場
」

○
対
象
　
五
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
①
勤
労

青
少
年
⑧
小
学
校
四
年
生
以
上
の
生
徒

及
び
学
生
⑨
社
会
教
育
関
係
者
…
な
ど

○
経
費
食
費
は
一
日
、
千
二
百
五
十
円

○
申
込
み
期
限
　
希
望
研
修
期
日
の
前
日
の

正
午
ま
で
に
、
電
話
で
お
問
い
合
せ
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
ス
キ
ー
教
室
」
・
「
ス
キ
ー
研
修
」

の
参
加
申
し
込
み
及
び
お
問
い
合
せ
は
、

英
彦
山
青
年
の
家
（
℡
〇
九
四
七
八
1
五

－
〇
一
〇
一
）
へ
。
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母

子

手

帳

の

交

付

▽

。

時

日

朋

鋸

‡

前

叩

時

か

ら

▽

場

所

役

場

西

別

館

▽

内

容

母

子

保

健

制

度

の

説

明

、

母

子

手

帳

の

使

い

方

、

検

診

結

果

の

説

明

、

個

人

相

談

を

受

け

ま

す

。

▽

注

意

事

項

①

保

健

所

で

の

妊

婦

検

診

終

了

後

、

ュ

0

日

以

上

経

っ

て

い

る

こ

と

。

⑧

印

鑑

を

持

参

の

こ

と

。

④

で

き

る

だ

け

本

人

が

お

い

で

下

さ

い

。

母

親

学

級

▽

日

時

1

月

7

日

第

1

課

⊥

月

⊥

4

日

第

2

課

ュ

月

2

1

日

第

3

課

い

ず

れ

も

、

ュ3

時

～

1

3

時

3

0

分

受

付

▽

場

所

第

1

課

と

第

2

課

は

役

場

西

別

館

（

第
3
課
は
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
（
農
協

水
巻
支
所
横
）

▽
対
　
象
　
初
産
婦

▽
持
参
晶
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の
と

き
に
説
明
し
ま
す
。

四
カ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
1
月
⊥
1
日
（
金
）

午
後
1
時
1
0
分
～
午
後
2
時

▽
場
所
役
場
西
別
館

凄
四
カ
月
児
（
5
9
年
8
月
⊥
0
日
か
ら
5
9
年

9
月
7
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
牛
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
牛
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
幸
が
届
い
て
な
い

方
は
、
健
康
対
策
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

老
人
健
康
診
査

▽
日
　
時
　
1
月
8
日
（
火
）

午
前
1
0
時
～
午
前
ュ
1
時

▽
場
所
老
人
憩
の
家
（
机
山
荘
）

▽
対
象
者
　
六
十
五
歳
以
上
の
人

▽
検
査
内
容
検
尿
、
血
圧
測
定

健
康
相
談
を
受
け
ま
す

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
万
は
、
必
ず
持

参
く
だ
さ
い
。

国際青年年記念

日中友好

「福岡県青年の船」

団
員
・
班
長
募
集

▽
募
集
期
間

1
2
月
ュ
0
日
か
ら
来
年
1
月
2
5
日
ま
で

▽
応
募
資
格

【
団
員
】
日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和
6
0
年

上
月
⊥
日
現
在
、
満
2
0
歳
以
上
2
8
歳
未
満

の
男
女
。
　
【
班
長
】
日
本
国
籍
を
有
し

昭
和
6
0
年
1
月
1
日
現
在
、
満
2
7
歳
以
上

3
5
歳
未
満
の
男
女
。

以
上
の
人
で
県
内
に
居
住
し
、
協
調
性

に
富
み
、
心
身
と
も
健
康
で
長
期
間
、
団

体
生
清
の
で
き
る
人
。

▽
日
程
5
月
ュ
8
日
～
5
月
29
日
1
2
日
間

▽
費
用
参
加
費
約
8
万
円
（
班
長
は
免
除

ほ
か
旅
券
の
経
費
、
事
前
・
事
後
の
研
修

費
な
ど
。
）

▽
申
込
み
先

水
巻
町
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
係
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
青
年
の
翼

▽
訪
問
国
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州

▽
日
程
2
月
5
日
～
⊥
1
日
6
泊
7
日

▽
募
集
期
間
1
2
月
1
日
～
来
年
1
月
ュ
0
日

▽
応
募
資
格
福
岡
県
在
住
の
満
2
0
歳
以
上

3
5
歳
未
満
の
勤
労
青
年
及
び
学
生

▽
負
担
金
十
九
万
五
千
円
（
全
日
程
）

▽
申
込
み
先
及
び
聞
合
せ
先

箱
岡
県
青
少
年
団
体
連
絡
協
璽
宍
県

庁
・
青
少
年
対
策
課
内
宙
〇
九
二
－
六
四

一
⊥
四
七
一
）

1月のし尿収集予定日
4日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区

5日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、吉田

三（垣添町住）、猪熊2区

7日　吉田二6区、吉田三5区、頃末（22、23区）

猪熊10区、月2回まわり（環境整備センタ
ー）

8日　吉田二（1、2区）、吉田三（2、5区）、

頃末（22、24区）、猪熊3区
9日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、頃

末（15、25区）、新生街（山ノロ団地）、

猪熊（2、4、5区）、月2回まわり（太洋社）
10日　吉田三（緑風園）、頃末（5、15、18区、

松栄荘）

11日　頃末（12、17、18、19、20、21区、松栄荘）

美吉野

12日　立屋敷、伊左座、下二、頃末（6、9、10、

20、21区、みずまき苑）、美吉野

14日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田

工場団地）、二、下二、吉田二（1、8区、

川端通り、本村）、頃末（10、14区）、美

吉野

16日　二、吉田二（3、4、5、6、13、14、15・

16区）、古賀、新生街

17日　立屋敷、吉田一3区（月夜待）、吉田二

（3、4、5、6、8、9区、イワゼ町住）

机社宅、古賀、机

18日　下二町住、二町任、吉田一（商店街）、苫

田三（車返し）

19日　吉田団地（37－43、46～52棟）、二町住、
猪熊町住

21日　吉田田地（19－22、27～36、44、45、53－

57、86、94～101棟）、古賀県住

22日　吉田団地（1－6、8－10、12、16～18、

23－26、60～65、83～85、102～104、109～

113棟）、月2回まわり（環境整備センター）

23日　吉田団地（7、11－15、66－73、75～82、

105、108棟）、樋口（卯月、中井樋口〕

24日　苫田団地分譲、下二（1、2、3区）・月

2回まわり（太洋社）、樋口

25日　二（1、2区、野間町住）、吉田二（本村）

猪熊

26日　二、伊左座、猪熊、樋口

28日　二（1、2区）、伊左座（3、5区）、下二
（4、10区、双葉荘）、樋口、（赤水、川端

通り）

29日　下二（5、6、7区）

30日　みずほ団地、猪熊、樋口

31日　みずほ団地

－お　願　い一

汲取口の近くには、犬をつながないで下さい・

犬が噛みつく事故がおこっています・



水
巻
丑
口
ば
な
し
着
意

石
　
炭
　
物
　
語
　
薗

金
券
と
売
勘
場

明
治
中
期
以
降
の
ヤ
マ
は
、
金
券
制
度
に
よ
っ
て
運
営

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
制
度
は
大
正
六
年
、
政
府

に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
三
好
鉱
業
所
（
水

巻
）
で
は
昭
和
八
年
ま
で
金
券
は
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
要
旨
は
坑
夫
へ
支
払
う
賃
金
を
、
炭
坑
の
発
行
す
る
私

幣
で
採
炭
高
に
応
じ
て
支
払
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
坑
夫
は

炭
鉱
の
経
営
す
る
売
勘
場
（
の
ち
に
分
配
所
と
い
っ
た
）

で
、
米
、
酒
、
醤
油
、
ワ
ラ
ジ
な
ど
の
日
常
品
を
買
い
求

め
て
生
計
を
た
て
て
い
た
。
当
時
、
こ
の
私
幣
を
金
券
、

炭
券
、
山
札
、
切
符
と
い
っ
た
が
、
こ
れ
を
現
金
に
す
る

に
は
ヤ
マ
で
月
に
一
、
二
回
、
支
給
し
た
金
券
の
何
割
か

を
現
金
と
交
換
し
て
い
た
。

な
お
炭
鉱
側
に
お
い
て
は
品
物
を
完
勘
場
で
市
価
よ
り

は
一
、
二
割
も
高
く
、
し
か
も
粗
悪
品
を
売
り
つ
け
る
の

で
あ
る
か
ら
、
儲
け
は
二
重
に
な
り
、
そ
の
う
え
金
券
は

他
の
ヤ
マ
で
は
通
用
し
な
い
の
で
、
坑
夫
の
ケ
ツ
ワ
リ

（
夜
逃
げ
）
防
止
策
に
も
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
坑
夫
は
、

遠
国
者
が
多
く
て
急
用
で
故
郷
へ
帰
る
と
き
な
ど
は
困
っ

た
も
の
で
、
換
金
を
納
屋
頭
に
泣
き
つ
く
か
、
ま
た
は
ヤ

マ
の
周
辺
に
あ
る
両
替
屋
に
頼
ん
で
、
こ
こ
で
二
、
三
割

の
引
華
料
を
と
ら
れ
て
現
金
化
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
納

屋
頭
と
両
替
屋
は
、
会
社
の
勘
定
方
と
連
絡
が
と
れ
て
い

て
、
こ
れ
を
勘
定
方
は
一
割
か
一
割
五
分
引
き
で
現
金
と

交
換
し
て
い
た
。
可
哀
想
な
の
は
坑
夫
で
あ
っ
た
。
低
賃

金
の
う
え
重
労
働
を
さ
せ
ら
れ
て
、
周
囲
か
ら
吸
血
鬼
の

よ
う
に
吸
い
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
持
て

る
者
は
座
し
て
金
を
儲
け
、
持
た
ざ
る
者
は
汗
し
て
の
貧

乏
生
活
、
こ
れ
が
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
炭
鉱
の
実

態
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
頚
の
よ
い
女
房
に
な
る
と
、
ま
ず
売
勘
場
で

米
を
金
券
で
買
い
、
こ
れ
を
町
の
米
屋
へ
持
っ
て
い
っ
て

現
金
に
し
た
と
い
う
か
ら
、
裏
に
は
裏
が
あ
っ
た
。
も
っ

と
も
信
用
の
あ
る
炭
鉱
の
金
券
は
、
一
時
、
町
の
商
店
で

も
通
用
し
て
い
た
と
い
う
。
遠
賀
郡
で
は
大
正
鉱
業
の
金

券
は
中
間
で
、
三
好
鉱
業
の
金
券
は
芦
屋
の
特
定
の
店
で

通
用
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
永
続
き
し
な
か
っ
た
。

へ
か
あ
さ
ん
学
校
に
い
く
の
は
い
や
よ

鉛
筆
買
う
の
に
銭
が
い
る

金
券
制
度
で
大
人
よ
り
み
じ
め
な
の
は
子
供
た
ち
で
あ

っ
た
。
小
学
校
で
ヤ
マ
以
外
の
子
供
と
接
し
た
と
き
、
そ

の
こ
と
が
初
め
て
わ
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
ど
こ
の
ヤ
マ
の
亮
勘
場
で
も
利
益
を
あ
げ
る
た

め
に
、
粗
悪
品
を
市
価
よ
り
も
高
く
、
ま
た
近
く
の
商
店

と
は
販
売
協
定
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
売
勘
場
は
、

鉱
主
の
身
内
の
者
が
経
営
を
委
任
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ

の
カ
ラ
ク
リ
と
収
益
は
絶
対
外
部
へ
も
れ
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
な
か
で
も
毎
日
消
費
す
る
お
米
の
一
升
買
い

は
、
完
勘
場
に
お
い
て
は
上
得
意
の
客
で
、
こ
れ
に
つ
い

て
山
本
作
兵
衛
氏
の
「
筑
豊
炭
坑
絵
巻
」
で
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

「
こ
の
米
は
か
り
の
番
頭
に
は
、
特
技
を
有
す
る
専
門

が
お
っ
て
、
ま
こ
と
に
手
鮮
や
か
な
は
か
り
方
を
す
る
。

一
種
の
妙
技
を
も
っ
て
お
り
、
目
の
前
で
一
升
や
五
合
マ

ス
で
す
く
う
て
ト
カ
キ
を
か
け
て
、
は
か
っ
て
や
る
が
、

自
宅
へ
帰
っ
て
は
か
る
と
多
く
て
も
九
合
五
勺
、
少
な
い

時
は
九
合
二
勺
し
か
な
い
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
少
な
い

ぐ
ち

か
、
零
細
な
世
帯
を
あ
ず
か
る
主
婦
た
ち
は
愚
痴
を
こ
ぼ

し
て
お
れ
ど
も
、
目
の
前
で
マ
ス
一
杯
入
れ
て
渡
す
の
で

ひ
ま

あ
る
か
ら
、
と
が
め
る
隙
が
な
い
。
文
句
の
持
ち
込
み
よ

う
が
な
い
。
あ
ま
り
に
も
不
思
議
で
あ
る
。
ま
ん
ざ
ら
、

手
品
を
使
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
疑
心
を
お
こ
す
人
も

お
っ
た
が
、
そ
う
で
も
な
い
。
ま
た
証
拠
の
な
い
の
に
旬

言
を
吐
く
と
、
販
売
を
禁
止
す
る
ぞ
と
言
わ
ぬ
ば
か
り
の

権
幕
で
も
あ
っ
た
。
か
か
る
が
故
に
、
泣
く
子
と
地
頭
に

は
勝
て
ぬ
心
理
で
、
こ
れ
ま
た
泣
寝
入
り
で
す
ま
せ
て
お

っ
た
。
し
か
し
熟
練
つ
ま
り
練
磨
の
効
果
は
偉
大
で
あ
っ

て
、
こ
の
米
は
か
り
の
名
人
が
米
を
は
か
る
と
き
は
、
一

す
く

升
マ
ス
で
撫
う
て
袋
に
入
れ
る
ま
で
、
マ
ス
の
な
か
で
六

万
四
千
八
百
二
十
七
粒
余
の
米
が
、
み
な
踊
っ
て
お
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
妙
技
を
有
す
る
番
頭
が
珍
重
さ

れ
る
こ
と
は
勿
論
で
、
い
わ
ゆ
る
亮
勘
場
の
宝
物
で
あ
る
。

多
量
の
販
売
米
の
約
一
割
を
公
然
と
か
す
め
と
る
腕
前
を

持
っ
て
お
る
か
ら
、
重
宝
さ
れ
る
の
も
道
理
で
あ
る
。
そ

れ
故
に
番
頭
も
暇
さ
え
あ
れ
ば
、
こ
の
米
は
か
り
の
練
習

に
余
念
が
な
い
。
名
人
な
れ
ば
何
よ
り
の
出
世
で
あ
る
。

そ
う
し
て
ヤ
マ
の
坑
夫
た
ち
に
一
粒
で
も
白
米
を
少
な
く

や
る
こ
と
に
、
専
念
つ
と
め
て
自
己
の
出
世
を
焦
っ
て
お

る
の
で
あ
る
。
」

今
か
ら
み
れ
ば
、
馬
鹿
み
た
い
な
話
で
あ
る
。
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